
令和７～１３ 令和１０～１３

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 (2025～2031) (2028～2031）

(2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) 年までの 年までの
増減 増減

2,703 2,731 2,614 2,520 2,481 2,367

▲ 37 + 28 ▲ 117 ▲ 94 ▲ 39 ▲ 114

( 1,276 ) ( 1,341 ) ( 1,278 ) ( 1,207 ) ( 1,233 ) ( 1,158 )

▲ 37 + 65 ▲ 63 ▲ 71 + 26 ▲ 75

( 425 ) ( 356 ) ( 408 ) ( 389 ) ( 349 ) ( 336 )

+ 5 ▲ 69 + 52 ▲ 19 ▲ 40 ▲ 13

( 239 ) ( 261 ) ( 204 ) ( 228 ) ( 219 ) ( 206 )

+ 20 + 22 ▲ 57 + 24 ▲ 9 ▲ 13

普通 計

帯広柏葉 6 6 -1

単 帯広三条 6 6 0

帯広緑陽 4 4 -1

帯広工業 工 4 4 24

帯広農業 農 5 5 23

＊帯広南商業 商 5 5 0

単 音　　更 3 3 13

芽　　室 4 4 0

幕別清陵 3 3 30

上 士 幌 2 2 23

＊士　幌 農 2 2 29

総 清　　水 2 2 2

中
高

鹿　　追 2 2 5

更別農業 農 2 2 34

大　　樹 1 1 15

中
高

広　　尾 1 1 14

総 池　　田 1 1 19

地 本　　別 1 1 8

足　　寄 2 2 16

19校 38 56 253

・

・

・

幕別町中卒者数 ( 234 ) ( 219 )
▲ 28 ▲ 55

対前年増減 ▲ 1 ▲ 15

音更町中卒者数 ( 477 ) ( 420 )
▲ 141 ▲ 20

対前年増減 + 17 ▲ 57

資料５

地域別検討協議会学区別検討資料(十勝学区)

十勝学区高校配置計画の見込み

区　　分
Ｒ６ Ｒ７
(2024)

学区内中卒者数 2,827 2,740
▲ 460

(2025)

▲ 364
対前年増減 ▲ 51 ▲ 87

帯広市中卒者数 ( 1,334 ) ( 1,313 )
▲ 176 ▲ 183

対前年増減 + 17 ▲ 21

学校名
令和６(2024)年度の Ｒ6

(2024)
欠員

令和７(2025)
年度

令和８(2026)
年度

令和９(2027)
年度の見通し

令和10(2028)～13(2031)年度までの見通し 摘要学科及び募集学級数

職業
本別の協力校

Ｒ６(2024)第２次募集
後学級減

Ｒ６(2024)第２次募集
後学級減

注２ 学校名の｢単｣は単位制、｢総｣は総合学科、｢フ｣はフィールド制、｢中高｣は連携型中高一貫教育校、｢地｣は地域連携校。
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注１ 学科種別の「普通」には、普通科のほか、総合学科、理数、外国語、体育等の専門学科を含む。

○中卒者数の増減に対応しながら、多
様な学習ニーズに応える高校配置の在
り方

注３ 学校名の＊は市町村立学校。

注４ 令和６(2024)年度募集学級数の「→」表示は、第2次募集後の学級減を実施したことを示す。

学区の検討事項と現状・課題

学区の検討事項 現状・課題

令和９（２０２７）年度の定員調整等の検討に当たっては、２８人の中卒者数の増のほ
か、市町村ごとの中卒者数の状況、欠員の状況、学校・学科の配置状況なども考慮した検
討が必要

令和１０（２０２８）年以降については、令和１３（２０３１）年までに学区全体で３６
４人の中卒者数の減が見込まれること、特に令和１２（２０３０）年を除き、帯広市を中
心に大幅な減が見込まれることや、これまでの定員調整の状況、学校・学科の配置状況な
どを考慮して、帯広市内及び周辺町において、再編整備を含めた公立高校全体での配置の
在り方の検討が必要

◯地域連携校の導入 第１学年１学級の高校のうち、地理的状況等から再編が困難であり、かつ地元からの進学
率が高い高校については、地域連携校に位置付け、遠隔システムを活用した教育環境の充
実や、地域と連携した高校の魅力化等により、可能な限り存続を図ることが必要

公私比率勘
案後０～１
学級に相当
する中卒者
の増3→2

2→1

４年間で公私比率勘案後６～７
学級に相当する中卒者の減

40→
38


